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⑤町北町大字始 地内縮尺Ｓ＝FREE
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当初設計年月

                                                                       労働者確保に関する積算方法の試行工事
                                                             通期の週休2日工事（発注者指定）

                                        遠隔臨場施行工事

工 事 設 計 書 （ 金 抜 ）
令 和 7 年 度 303

個別生活排水処理施設工事（その１）

会津若松市湊町大字平潟　地内外

機械設備

工事概要 当初

工事日数 155日

浄化槽設置工

合併処理浄化槽（通常型）

合併処理浄化槽（５人槽） N=2箇所（排水ポンプ1箇所）

合併処理浄化槽（７人槽） N=1箇所

合併処理浄化槽（１０人槽） N=1箇所（排水ポンプ1箇所）

合併処理浄化槽（窒素・燐除去型）

合併処理浄化槽（５人槽） N=1箇所

本市の個別生活排水事業に基づき、浄化槽設置申出のあった各戸毎に浄化槽を設置
し、面的整備を図るものです。

特記仕様書によること。

令和7年４月

摘     要

福島県土木工事共通仕様書及び福島県建築工事共通仕様書による。

会津若松市工事請負契約約款による。

会津若松市上下水道局元請・下請関係適正化指導要綱を遵守すること。また、工事内容の
変更又は請負代金の変更があった場合、受注者である元請負人においては、変更等の経緯
を踏まえた適正な対応が求められることについて留意すること。

その他については、監督員と協議すること。

会津若松市発注工事等からの暴力団等排除措置要綱を遵守すること。

不測の事故に適切に対応できるよう、請負業者賠償責任保険に加入していること。
(契約時に加入していれば可。)その証券の写しを遅滞なく提出すること。

請負金額500万円以上の場合はCORINS(ｺﾘﾝｽﾞ)に登録すること。

工事用資材等の購入・調達にあたっては、地産地消の推進に努め、下請工事の発注
についても地元業者の活用に心がけること。

第 号

会　津　若　松　市　上　下　水　道　局



特 記 仕 様 書                          
 
 
 工 事 番 号             第 303 号 

 工 事 名             個別生活排水処理施設工事（その１） 

 工事施工箇所  会津若松市 湊町大字平潟 地内外 

                                         

１．会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事の適切な施工を確保するための関係法令の適用 

本工事の施工にあたっては、「浄化槽法」の定めに従い、それに係る環境省の関係通知等に留意しな

がら施工をおこなうものとする。 

 

２．土木工事共通仕様書・建築工事共通書の適用及び特記事項 

本工事の施工にあたっては、｢福島県土木工事共通仕様書（令和 7 年 1 月 20 日改正）｣及び｢福島県

建築工事共通仕様書｣に基づき実施し、文書中｢福島県｣とあるものは｢会津若松市上下水道局｣と置き換

えるものとする。 

ただし、会津若松市上下水道局の定めた様式がある場合は、その様式を優先することとする。 

また、設計図書に基づき監督員が受注者に指示した書面及び受注者が提出し監督員が承諾した書面

は、設計図書とする。 

 

３．浄化槽の選定に関する特記事項 

  大臣認定を受けている浄化槽を使用することとし、会津若松市上下水道局の求める処理性能を満足

するものであること。 

また、会津若松市上下水道局で設置実績のない浄化槽を使用する場合は、維持管理において支障を

きたさないように着工前に浄化槽の維持管理も踏まえた説明を十分に行い、会津若松市上下水道局に

承諾を得た上で使用しなければならない。 

 

  通常型浄化槽 

  処理性能（ＢＯＤ20ｍｇ/L 以下、T-N20ｍｇ/L 以下、ＢＯＤ除去率 90％以上） 

 

  ※猪苗代湖水条例に該当する区域の場合 

  高度処理型浄化槽 

  処理性能（ＢＯＤ10ｍｇ/L 以下、T-N10ｍｇ/L 以下、Ｔ-Ｐ１mg/ℓ以下、ＢＯＤ除去率 90％以上） 

 

４．福島県土木工事共通仕様書等に対する特記事項 

｢福島県土木工事共通仕様書｣及び｢福島県建築工事共通仕様書｣に対する特記仕様は、次のとおりと

する。 

 
第 １ 章    総    則 

 
第１条 施工管理 

受注者は、本工事の施工に際し、｢会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事施工管理基準｣

により管理をしなければならない。 

第２条 出来形管理 

本工事の出来形は、｢会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事出来形の規格値及び施工管理

基準｣に定める値を満たすものでなければならない。 

    また、浄化槽の基準高・位置等の設計値については、設置申出者との現地立会により決定するもの

とし、監督員の承諾を得た設計値に対し、出来形の管理をおこなうものとする。 



第３条 段階確認 

本工事における社内検査員及び監督員の段階確認及び立会いの工種、並びに段階等は、次表を標準

とする。 

なお、頻度については、施工計画書に明記するものとし、社内検査員の確認及び監督員の現地また

は机上確認を受けるものとする。 

ただし、現場の出来形管理、写真管理については、次表の工種を各現場毎に 1 回確認をすることと

し、社内検査とは別に施工管理を行い、出来形管理記録及び写真で整理することとする。 
 

 

 
工 種              工 事 段 階                頻 度              摘   要 

仮  Ｂ ． Ｍ 仮 Ｂ ． Ｍ 設 置 後  各現場毎 1回  

資      材 資 材 搬 入 後 全     数 浄化槽・電気設備に係るもの全て 

丁 張 り 丁張り設置完了後 各現場毎 1 回 基準高、設置位置 

床 掘 ・ 埋 戻 床掘完了後、埋戻層毎 施工箇所のうち抽出 1回 基準高（深さ）・幅・長さ、厚さ 

基 礎 砕 石 工 基 礎 砕 石 完 了 後 施工箇所のうち抽出 1回 幅・厚さ 

底 版 ス ラ ブ 工 施 工 完 了 後 施工箇所のうち抽出 1回 
型枠・配筋（幅、長さ） 

コンクリート（幅、厚さ） 

浄 化 槽 据 付 工 据 付 完 了 後 浄化槽規模毎 1 回 水平・水張り・嵩上げ高 

上 版 ス ラ ブ 工 施 工 完 了 後 施工箇所のうち抽出 1回 
型枠・配筋（幅、長さ） 

コンクリート（厚さ・幅） 

電気設備工 

（建柱・管路部） 

建柱：床掘、根入れ、基礎 

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設完了後 

管路部：床掘、埋戻完了後 

施工箇所のうち抽出 1回 

 

高さ・幅・深さ等、 

 

電気設備工 

（接地・絶縁抵抗） 
電 気 設 備 完 了 後 施工箇所のうち抽出 1回 接地抵抗・絶縁抵抗試験 

完 了 確 認 
現場：各現場の施工完了後 

竣工書類：竣工後 
各現場毎 1 回 

現場：スラブ寸法、・嵩上げ・水平 

・桝深・引込柱・開閉器盤、送風機 

作動状況等 

竣工書類：書類確認 

そ   の   他 

 

監 督 員 が 必 要 と 認 め た と き 

 

 

 監督員の指示により実施。 

 

※摘要の確認項目の詳細については、会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事出来形の規

格値及び施工管理基準によりおこなうものとする。 
 

第４条 書類の整備 

受注者は、工事検査に必要な資料及び記録等について、｢会津若松市上下水道局個別生活排水処理施

設工事施工管理基準｣により整備をしなければならない。 

 

第５条 暴力団関係者の排除 

受注者は、｢会津若松市発注工事等からの暴力団等排除措置要綱｣を遵守するとともに、本工事にお

いて、暴力団関係者からの資材の購入等、同関係者への下請けの発注及び同関係者が関与する産業廃

棄物処理施設の使用を禁止する。 

 

 



第６条 地産地消の推進 

本工事における工業用資材の購入及び調達については、規格･品質等条件を満足するものであれば、

地元産品の活用に努めること。 

また、下請工事の発注についても地元業者の活用に心がけること。 

 

第７条 請負業者賠償責任保険の加入の義務付けについて 

  不測の事故に対応できるよう、請負業者賠償責任保険に加入していること。（契約時に加入

していれば可。）その証券の写しを遅滞なく提出すること。なお、工期延長により保険期間に

不足が生じた場合は、必要な更新を行い、それを証する書類（証券等）の写しを速やかに提出

しなければならない。 

 

第８条 作業工程 

１） 本工事は、昼間作業とし、時間帯は８：３０～１７：００までとする。 

２） 作業工程における注意事項： 

定められた時間帯に作業が終了出来ない場合には、受注者はすみやかに監督員に報告するものとす 

る。 

３）工事を施工しない日    有 ・ 無      年  月  日 

  工事を施工しない時間帯  有 ・ 無    ：  ～  ：   

  「工事を施工しない時間帯は」、 

□工期全体   □上記「工事を施工しない日」  □      に適用する。 

 

第 ２ 章    施    工 

 
第９条 排出ガス対策型建設機械の使用 

受注者は、本工事の施工に際し、建設機械に関する技術指針により指定された建設機械を使用する

ものとする。 

 

第 10 条 建設副産物対策 

１．建設副産物は、下記へ搬入して処理･処分するものとして計上しているが、再生材使用工場及

び建設廃材搬入工場を指定しているものではない。 

なお、ここに明示した施設と異なる施設に処理する場合は、監督員の確認を受けることとする

が、設計変更の対象とはしない。 
 

建設副産物名 処  理  方  法 (*)積算上の施設 

アスファルト殻 （再資源化・中間・最終）施設へ搬入 
 

コンクリート殻（無筋） （再資源化・中間・最終）施設へ搬入 
 

コンクリート殻（有筋） （再資源化・中間・最終）施設へ搬入 
 

 

２．受注者は、施工計画書に建設副産物を搬入する処分場名を記載すること。 

３．工事で使用するアスファルト合材については、原則として再生材を使用すること。 

４．残土処理後は、最終形状、数量計算書、写真及び運搬距離等の資料を監督員に提出すること。 

５．受注者は、再生資源利用[促進]計画書(工事着手時)及び実施書(完成時)を監督員に提出するこ

と。 

 

 

 



第 11 条 デジタル工事写真の小黒板情報電子化 

  本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事監督員の承諾を得た上でデジタ 

 ル工事写真の小黒板情報電子化対象工事とすることができる。 

 

第 12 条 週休２日工事  有・無 

１． 本工事は、「会津若松市週休 2日工事実施要領」の対象工事（発注者指定型）である。 

２． 受注者は実施要領に定める事項について遵守しなければならない。 

※当初積算時に「通期の 4週 8 休以上」を確保する場合の補正を行っている。 

 

第 13 条 建設現場等における遠隔臨場 有・無 

１．本工事は、『会津若松市建設現場等における遠隔臨場に関する試行要領』の対象工事である。  

 ２．受注者は、試行要領に定める事項について遵守しなければならない。 

ただし、試行対象外工事（無の場合）であっても、工事契約後、遠隔臨場の実施を希望する場合は、 

受発注協議の上で試行の対象とすることができるものとする。 

※協議は、施工計画書提出までに行うこと。 

 

第 14 条 建設工事情報共有システム（ASP） 有・無 

 １．本工事は、「会津若松市建設工事情報共有システム実施要領」の対象工事である。 

 ２．受注者は、実施要領に定める事項について遵守しなければならない。 

   ※情報共有システムに掛かる経費については、清算変更により対応するものとする。 

 

第 ３ 章    材    料 

 

第 15 条 浄化槽本体・送風機 

  本工事で使用する浄化槽本体は、大臣認定に適合し、会津若松市上下水道局の求める処理性能を満

足したものでなければならない。 

  また、本工事で使用する浄化槽本体への水張り（満水）確認の際の水については、水道水または地

下水を使用しなければならない。 

  本工事で使用する送風機は、固定金具をｽﾃﾝﾚｽ製とし、水濡れ等防止のため、送風機の台座は現況

地盤より 10ｃｍ以上高く設置しなければならない。 

 
第 16 条 管材 

  本工事で使用する管材は、設計図書の仕様に適合したものでなければならない。 

 

第 17 条 コンクリート製品及び合成樹脂製品等 

本工事で使用するコンクリート製品及び合成樹脂製品等は、あらかじめ監督員の承諾を得たもので

なければ使用することができない。 

 

第 18 条 浄化槽ふた・汚水ますふた 

   本工事で使用するふたは、設計図書の仕様に適合したものでなければならない。 

   また、ポンプ槽有りとなった場合は、汚水ます（流入部）の蓋をエアｷｬｯﾌﾟ付きの蓋としなければ 

ばらない。 

 

 

 

 

 



第 19 条 砂類 

１．埋戻しに使用する山砂は、CBR 20 以上で、良質で適当な粒度をもち、ごみ、どろ、有機不純物

等の有害量を含んではならない。 

   ２．地区から調達する土砂、採石等及び仮設材等について、安定的な確保を図るために、地区外か

ら調達せざるを得ない場合又は地域内からの購入である場合においても設計価格と乖離がある

場合には、事前に監督員と協議するものとする。 

         また、購入費及び輸送費等に要した費用について、証明書類（実際の取引伝票等）を監督員に

提出するものとし、その費用について設計変更の対象とする。 

 

第 20 条 再生材 

   １．本工事で使用するアスファルト合材は再生アスファルト合材を計画している。 

なお、運搬距離 40 ㎞の範囲までの再資源化施設についてストック量を調査し、使用すること。 

ただし、再生材が入手不可能であった場合又は地域内からの購入である場合においても設計価 

格と乖離がある場合は、協議を行った上で新材を使用することが出来るものとし、設計変更の 

対象とする。 

 

第 21 条 コンクリート 

   １．本工事で使用するコンクリートは、高炉セメント(Ｂ種)を計画している。 

２．高炉セメントの調達が困難な場合には、協議の上で普通ポルトランドセメントの使用を承諾す

るものとする。 

３．寒中コンクリート施工となることが予想される１１月１日から翌年３月３１日までは、協議の

上で普通ポルトランドセメントの使用を承諾するものとする。 

 
第 22 条 警報装置（警報ブザー） 

１．本工事で使用する開閉器盤は設計図書に適合したものでなければならない。また、電気設備の

異常を知らせる警報ブザーの機能に支障とならないように電気設備工事をおこなうものとする。 

 

第 ４ 章    安 全 管 理 

 
第 23 条 安全管理の徹底 

受注者は、関係法令等を遵守することはもとより、以下の点に特に注意すること。 

１．転落防止用バリケード及びネットの設置は現場状況に合わせて設置し、第３者の現場内への立

入防止策を徹底すること。 

２．夕方の暗くなってからの作業時は、十分な照明による安全確保を図ること。 

３．重機や車両運転の他、当該工事における交通事故に注意すること。 

４．下請作業員等、工事関係者全員への安全指導徹底を図ること。 

 

第 24 条 周辺構造物等への安全確保 

受注者は、工事箇所及びその周辺にある既設構造物等に対して支障を及ぼさないよう、必要な措置

を講じなければならない。 

１．工事施工に際し、最善の注意をもって維持･管理をし、苦情又は紛争等が生じないように努め

なければならない。 

２．既設構造物等を事前調査し、必要に応じ、監督員の確認を受けた上で着工すること。また、施

工後においては事後調査を実施して、監督員に報告すること。 

 

 

 



第 25 条 安全管理に関する施工計画の作成 

受注者は、施工計画書において、本工事の内容に応じた安全管理に関する計画内容を作成し、監督

員に提出すること。特に以下の点については、留意して作成し、明記すること。 

１．安全･訓練等の具体的な計画について 

２．作業工程における危険性･有害性の調査(リスクアセスメント)ついて 

なお、その結果(評価)をもとに、後日、必要な措置内容を明記し、必要措置を実施すること。 

３．異常気象時の対応について 

・ 現場特性の事前把握 

・ 異常気象による工事中止基準・再開基準の設定 

・ 迅速に退避するための対応 

・ 日常の安全管理の徹底 

 

第 26 条 安全･訓練等の実施 

受注者は、本工事の施工に際し、現場に即した安全･訓練等について、工事着手後、原則として作業

員全員の参加により、毎月初めに半日以上（4ｈ）の時間を割当て、下記の安全･訓練等を実施するこ

と。 

１．安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育。 

２．本工事内容等の周知徹底。 

３．本工事安全施工技術指針等の周知徹底。 

４．本工事における災害対策訓練。 

５．本工事現場で予想される事故対策 

６．その他、安全・訓練等として必要な事項。 

 

 

第 27 条 安全･訓練等の実施状況報告 

受注者は、安全･訓練等の実施状況について、記録簿及び工事写真により報告をすること。 

 

第 28 条 ダンプトラック等による過積載の防止 

受注者は、本工事の施工に際し、次の事項を遵守しなければならい。 

１．工事用資機材等の積載超過のないようにすること。 

２．過積載を行っている資材納入業者から資材を購入しないこと。 

３．資材等の過積載を防止するため、資材の購入にあたっては、資材納入業者の利益を不当に害 

することのないようにすること。                 

４．さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプトラックが工事現場に出入りするこ 

とがないようにすること。 

５．｢土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法｣(以下法という 

)の目的に鑑み、法１２条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を 

促進すること。 

６．下請契約の相手方または資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠ける

もの又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除するこ

と。 

７．１から６のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。 

 

 

 

 

 



第 29 条 労働者確保に関する積算方法の試行工事 

１． 本工事は、「共通仮設費（率分）のうち仮設建物費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の下記 

に示す費用（以下「実績変更対象間接費」という。）について、契約締結後、労働者確保に要する方 

策に変更が生じ、建築関係工事積算基準（福島県土木部）に基づく金額相当では適正な工事の実施 

が困難になった場合は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて最終積算変更時点で設計変更す 

る「労働者確保に関する積算方法の試行工事」である。 

  営繕費（共通仮設費における仮設建物費）：労働者送迎費、宿泊費、借上費 

  労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事、通勤等に要する費用・福利厚生等に 

要する費用・純工事費に含まれない作業用具及び作業被服等の費用・安全、衛生に要 

する費用及び研修訓練等に要する費用・労災保険法による給付以外に災害時に事業主 

が負担する費用 

２．  受注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更を希望する場合は、実績変更対象

間接費に係る費用の内訳を記載した「建築関係工事における労働者確保に係る実績報告書」及び

実績変更対象間接費について実際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金

額の適切性を証明する金額計算書など。）を監督員に提出し、設計変更の内容について協議するも

のとする。 

３．  受注者の責めによる工事工程の遅れ等受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、

設計変更の対象としない。 

４．  発注者は、実績変更対象間接費の支出実績を踏まえて設計変更する場合、受注者が実績変更対象 

間接費について実際に支払った額のうち証明書類において確認された費用から、建築関係工事積

算基準に基づき算出した額における実績変更対象間接費を差し引いた費用を加算して算出する。 

 なお、全ての証明書類の提出がない場合であっても、提出された証明書類をもって設計変更を行

うものとする。 

５．  受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び入札参加資格制

限等の措置を行う場合がある。 

６．  受注者は、実績変更対象間接費にかかる設計変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議す 

るものとする。 

７． 本工事の施工にあたって、資機材及び労働者の調達に時間を要することが判明し、受注者から協

議があった場合は、工事の一時中止及び工期の変更について、検討し、決定するものとする。 

 

第 ５ 章    そ の 他 

 

第 30 条 会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事における留意事項について 

受注者は、本工事の施工に際し、次の事項を遵守しなければならない。 

 

１． 受注者は設置申出者に対し、工事着手前に着工前打合せをおこなわなければならない。 

（着工前挨拶・現地立会の日程調整・隣接工事（建築工事等）との工程調整） 

２． 受注者は設置申出者との現地立会にあたり、監督員に立会を求めることとし、立会の結果により

設置申出者から浄化槽設置位置同意書を受理し、監督員に提出しなければならない。 

また、浄化槽設置位置同意書の図等に変更が生じた場合には、適時修正し監督員へ提出しなけ

ればならない。 

（浄化槽・送風機・引込柱・電気設備の設置位置の確認） 

３． 受注者は施工管理のための仮ベンチマークを現地に設置し、書面で監督員に提出しなければなら

ない。その際の設置位置は、道路・水路側の構造物に設けることとし、現場条件により、やむを

得ない場合には、敷地内に設けても良いこととする。 

４．受注者は設置申出者に工事内容の説明を十分におこなうものとし、工事完了までの予定工期の説

明と隣接住民への工事着手に対しての周知をおこなわなければならない。 



５．受注者は設置申出者の敷地内での施工であることを認識し、居住者及び周辺住民に対しての挨拶

等を含めた応対や説明を適時おこなうこととし、作業員や下請業者への教育及び指導をおこなわ

なければならない。 

   なお、作業員や下請業者への教育及び指導等を怠ったことによる居住者及び周辺住民とのトラ

ブルについては、受注者の責のもと速やかな改善策及び対応を図らなければければならない。 

６．受注者は会津若松市工事請負契約約款第１条第４項の規定により、工事の実施過程で知り得た秘

密を第三者に漏らしてはならない。 

 

第 31 条 法定外の労災保険の付保 

（本章はすべての工事に該当する） 

本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

受注者は、法定外の労災保険契約を締結したことを証明する書類（証券等）を提出しなければならな 

い。 

 

 

 



 

 

会 津 若 松 市 上 下 水 道 局 個 別 生 活 排 水 処 理 施 設 工 事 施 工 管 理 基 準  

 

この個別生活排水処理施設工事施工管理基準は、施工管理の基準を定めたものであ

る。 

１．目 的 

  この基準は、個別生活排水処理施設工事の施工について、契約書類に定められた

工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。 

２．適 用 

  この基準は、会津若松市上下水道局において発注する個別生活排水処理施設工事

の施工にあたって適用する。ただし施工規模、施工条件、（工事目的物の重要性、軟

弱地盤等の特別な条件差、施工の困難性など）等でこれによりがたい場合は、特記

仕様書又は監督員の指示により、他の方法によることができる 。 

３．構 成 

  施工管理は、下記の構成とする。 

4.アスファルト舗装の品質管理

安全管理

1.工事状況写真

2.出来形管理写真

3.工事中の災害写真

写真管理

工程管理

出来形管理
1.寸法の管理

2.出来栄えの管理

品質管理施工管理

1.コンクリートの品質管理

2.土の品質管理

3.路盤の品質管理

 

 

４．管理の実施 

（１） 受注者は工事施工前に施工管理について担当者を定め、当該工事の施工管理

を掌握し、適確な管理が行われるようにしなければならない。 

（２） 受注者は工事施工前に施工管理計画を具体的に定め監督員と協議するものと

する。 

（３） 測定、試験等の管理は、工事の実施と併行してできるだけ早い時期に行い、

管理の目的が達せられるようにしなければならない。 

（４） 測定（試験）値が著しく（－）側に偏向する場合、バラツキが大きい場合は

その原因を検討し、作業方法等を改める等適切な処置を行わなければならな

い。 

（５） 管理図表は工事の主要段階において監督員に提示しなければならない。 

５．管理の項目及び方法 

（１） 工程管理 

工程管理は、工事内容に応じた方式（ネットワーク又は、バーチャート方式な

ど）により作成した実施工程表により管理するものとし、毎月１回程度、工事履

行報告書と共に実施工程表を作成し監督員に提出するものとする。 

（２） 出来形管理 

   出来形管理は、会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事出来形の規格

値及び施工管理基準により管理し、設計値と実測値を対比して記録した出来形図

又は、出来形表（管理図を含む）を作成するものとする。 

（３） 品質管理 

   品質管理は、福島県制定の土木工事品質の規格値及び施工管理基準により実施

し、その管理内容に応じたＸ管理図又は、品質管理図表（度数表、ⅹ－R 管理

図、ⅹ－Rs－Rm 管理図など）等を作成しなければならない。 

この品質管理の適用は、試験区分で必須となっている試験項目は、全面的に

実施するものとし、その他となっている試験項目は、特記仕様書、又は監督員

が指示するものを実施するものとする。 

 



又、コンクリートの品質管理については、全使用量が 10 ㎥未満の場合は、１

工事１回程度試験を実施するものとし、管理図表の提示は要しない。ただし、

重要構造物においては、管理図表を提示しなければならない。 

６．その他 

（１） 工事写真について 

（イ） 工事写真は、施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明

視できない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写

真等を撮影し、工種・種別・細別ごとの工事進捗順に整理しておくものと

する。 

（ロ） 工事写真は次のように分類する。 

そ の 他 （ 公 害 、 環 境 、 補 償 等 ）

工 事 写 真

着 手 前 お よ び 完 成 写 真

施 工 状 況 写 真

安 全 管 理 写 真

材 料 検 収 写 真

品 質 管 理 写 真

出 来 形 管 理 写 真

災 害 写 真

 

（ハ） 写真は原則としてカラーとする。 

（ニ） 写真の大きさは、原則として、サービスサイズ又はつなぎ写真とする。 

（ホ） 工事写真は、会津若松市の様式の台紙により整理するものとする。 

（ヘ） 写真の撮影にあたっては、原則として次の項目を記載した小黒板等を被写

体として共に写し込む。 

① 工事名 

② 工 種 

③ 位 置 

④ 設計寸法 

⑤ 実測寸法 

⑥ 略 図 

（ト） 工事写真部数については特記仕様書及び監督員の指示による。 

（２） 安全管理について 

 安全管理は、円滑な道路交通の確保、公衆災害の防止あるいは、現場作業員の

安全確保等を目的とし、労働安全衛生法、道路交通法、市街地土木工事公衆災害

防止対策要綱、福島県土木部保安施設設置基準等を遵守するとともに、現場条件

等を勘案し入念な計画のもとに適確に実施又は施設の維持をはからなければなら

ない。 

 

 

この基準にない事項については、福島県共通仕様書等によるものとする。 



会津若松市上下水道局

測 定 基 準
結 果 表 に よ る も の

（設計値・実測値を記入）
設計図（展開図・見取図）

に実測値を朱書きするもの
管理図表によるもの

基　準　高　H
±20mm

天端は上版スラブに合せる。
　　

スラブ位置（離れ）W1、W2 ±50mm
浄化槽スラブ　　　　　　　　　　　　

浄化槽本体水平 ±10mm

浄化槽本体水張り　ｈ
変動水位±0mm

満水後24ｈ経過した後測定。

　　　浄化槽部　　　

嵩上げ高　H
設計値以上

ただし、ｔ＝300ｍｍ以下とする。

幅　W 設計値以上

厚　　　さ　ｔ  -30mm

上版スラブ・底版コンク
リート配筋

幅・長さ 設計値以上 現場毎1箇所測定する。
幅、長さ、ピッチ等を出来形結果表にとり
まとめる。

流入・排出ます深さ　　H  +200mm,-50mm

延　　長　L1、L2 全延長　設計値以上

保護コンクリート幅W1・W2厚さｔ 設計値以上

基　準　高（深さ）H ±50mm

幅（横）W1・W2、長さ（縦）L１・L2　  －200ｍｍ H

埋戻 層　毎　の　厚　さ　ｔ ±50mm 現場毎1箇所測定する。
1層目から埋戻し完了までの層毎の厚さを
出来形結果表にとりまとめる。

床掘　深さH　幅W 深さ±50mm　幅-50mm

埋戻　厚さｔ1～ｔ3 埋戻厚±50mm

接地抵抗、絶縁抵抗値
（開閉器盤部）

接地抵抗100Ω以下、絶縁抵抗1MΩ以上

建柱設置高さH・深さ（根入れ）ｈ2
建柱高さ　-100mm

深さ　建柱の1/6以上とする。

基礎コンク－ト
幅Ｗ１・Ｗ２、高さｈ1

設計値以上

幅　W 設計値以上

厚　さ　ｔ  -30mm

※　備　考 H.26.4.1作成１．本管理基準は、会津若松市上下水道局が施行する個別生活排水処理施設工事にのみ適用する。

会津若松市上下水道局個別生活排水処理施設工事出来形の規格値及び施工管理基準

区
 

分
項 目

切 込 基 礎(基礎砕石）

摘 要

深さ、延長を出来形結果表にとりまとめ
る。

３．本管理基準と福島県土木工事出来形の規格値及び施工管理基準とが重複する場合は、本管理基準を優先するものとする。
２．本管理基準に定めのない区分、工種については、福島県土木工事出来形の規格値及び施工管理基準並びに公共工事標準仕様書（電気設備工事編）に準ずる。

規 格 値

水平は浄化槽本体設置時に水平器等で測定し、出来形

結果表にとりまとめる。水位は槽内に水を溜めた時点

（開始）と２４時間以上経過した後の2回水位を測定し、

出来形結果表にとりまとめる。また、外観等に損傷・水

漏れ等の有無について確認し、出来形結果表にとりまと

める。嵩上げ高は、嵩上げ設置後に出来形結果表にと

りまとめる。

工 種

起工測量（申出者と現地立会）をして設定した基準高、

スラブ位置を設計値とし、出来形結果表にとりまとめる。

基準高は浄化槽スラブの四隅を測定し、スラブ位置は基

準とする建屋等からの離れを測定する。

幅、高さを出来形結果表にとりまとめる。

全箇所測定する。

施 工 管 理 基 準

電

気

設

備

工

現場毎1箇所測定する。
深さ、幅、厚さを出来形結果表にとりまと
める。接地抵抗、絶縁抵抗を出来形結果
表にとりまとめる。

基

礎

工

現場毎1箇所測定する。
引込柱・基礎コンクリー
ト

管路部

現場毎1箇所測定する。
幅、厚さの実測値を出来形結果表にとりま
とめる。

上版スラブ・底版コンク
リート

現場毎1箇所測定する。 幅、厚さを出来形結果表にとりまとめる。

浄

化

槽

設

置

工

浄化槽設置 現場毎1箇所測定する。

床　掘 現場毎1箇所測定する。
基準高・幅・長さ・厚さを出来形結果表にと
りまとめる。

流入・排出ます設置及
び取付管設置

ｔ2

H

ｈ1

Ｗ1

Ｗ2

W1

W2

水平

水位

延長 延長

L1 L2

H

ｈ

水位
H

ｈ

H

W

ｔ1

ｔ3

Ｗ1

Ｗ2ｔ

建
屋

基準高

管路

埋設シート

□W1、L1

□W2、L2

ｔ 層毎



工事名称 個別生活排水処理施設工事（その1）

工事場所 会津若松市 湊町大字平潟 地内外



浄化槽設置工事

通常型合併処理浄化槽（通常型）

合併処理浄化槽（5人槽） Ｎ＝2箇所（排水ポンプ1箇所）

合併処理浄化槽（7人槽） Ｎ＝1箇所

合併処理浄化槽（10人槽） Ｎ＝1箇所（排水ポンプ1箇所）

高度処理型合併処理浄化槽（窒素・燐除去型）

合併処理浄化槽（5人槽） Ｎ＝1箇所

【総括情報表】

(1) 適用単価地区・・・・・L(会津若松1）

(2) 単価適用日・・・・・・令和7年4月15日

(3) 前払率・・・・・・・・40％

(4) 契約保障補正・・・・・金銭的補償

(5) 共通仮設費区分・・・・率併用方式

(6) 建改共通仮設費区分・・率併用方式

(7) 監理事務所設置・・・・無し

(8) 主たる工事区分・・・・機械設備工事

(9) 労務費の比率・・・・・普通

(10) 週休2日補正 ・・・・・4週8休以上（通期）

(11) 工期［か月］・・・・・5.0



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費 CM コメント

機械設備工事 CK 直接工事費

1

式

計 CKK 直接工事費計

共通費 CM コメント

共通仮設費 KK 共通仮設費

1

式

現場管理費 KG 現場管理費

1

式

一般管理費等 KI 一般管理費等

1

式

計 KS 共通費計

CM コメント

工事価格 KKK 工事価格

1

式

消費税等相当額

1 消費税率 10 ％

式

工事費 KH 工事費

1

式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

機械設備工事 WP

1

式

計



機械設備工事 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

機械設備工 WP

1

式

浄化槽設置工 WP

1

式

計



機械設備工事 科目別内訳 4

機械設備工

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

土木・保護く体工 WP

1

式

汚水ます設置工 WP

1

式

電気設備工 WP

1

式

付帯工 WP

1

式

計



機械設備工事 科目別内訳 5

浄化槽設置工

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

浄化槽設置工 WP

1

式

計



機械設備工事 中科目別内訳 6

機械設備工

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

土木・保護く体工 土工 WP

1
式

土木・保護く体工 保護く体工 WP

1
式

土木・保護く体工 軽量鋼矢板土留工 WP

1
式

計

汚水ます設置工 汚水ます設置工 WP

1
式

計

電気設備工 電気設備工 WP

1
式

計

付帯工 付帯工 WP

1
式

計



機械設備工事 中科目別内訳 7

浄化槽設置工

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単位 金 額 備 考

浄化槽設置工 浄化槽資材費 WP

1
式

浄化槽設置工 浄化槽設置費 WP

1
式

計



機械設備工事 細目別内訳 8

機械設備工 土木・保護く体工 土工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

機械掘削 小規模土工 B0-132235 250415A-通 ※参考

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 100.8
- ｍ3

埋戻し 小規模土工 ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 B0-132254 250415A-通 協参

A種（山砂の類） 76.1
ｍ3

建設発生土運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 4t積級 B0-132623 250415A-通 標準

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.28m3 土砂 DID区間無し 100.8
6.0㎞以下 ｍ3

計



機械設備工事 細目別内訳 9

機械設備工 土木・保護く体工 保護く体工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

基礎砕石 切込砕石 B0-133421 250415A-通 ※標準

3.7
ｍ3

普通型枠 小型構造物 B0-134411 250415A-通 参考

16.4
㎡

型枠（均しコンク 普通合板型枠 B0-434411 250415A-通 ※市場

リート型枠） - 基礎部 2.2
- ㎡

ボイド型枠 内径200×厚さ4×長さ4000 (見積り・刊行物等)

10
本

鉄筋工（太径鉄筋 材料費含む 一般構造物（補正無） 代価表 0001

含む） Ｓ１（１工事当りの全体数量10ｔ未 0.56
満）Ｄ-10 ｔ

鉄筋工（太径鉄筋 材料費含む 一般構造物（補正無） 代価表 0002

含む） Ｓ１（１工事当りの全体数量10ｔ未 0.66
満）Ｄ-13 ｔ

コンクリート工 無筋・鉄筋構造物 人力打設冬期割 (見積り・刊行物等)

増無し 一般養生 18・8・40ＢＢ 1.22
ｍ3

コンクリート工 無筋・鉄筋構造物 人力打設冬期割 (見積り・刊行物等)

増無し 一般養生 21・12・25ＢＢ 8.71
55％ ｍ3

計



機械設備工事 細目別内訳 10

機械設備工 土木・保護く体工 軽量鋼矢板土留工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

軽量鋼矢板建込工 2.5ｍ以下 クローラ型 代価表 0003

（両側分） 山0.28ｍ3 （平0.2ｍ3） 28.5
ｍ

軽量鋼矢板引抜工 2.5ｍ以下 トラッククレーン油圧 代価表 0004

（両側分） 伸縮ジブ型4.9ｔ吊 28.5
ｍ

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ2.0ｍ 代価表 0005

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 15
ｍ

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ3.0ｍ 代価表 0006

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 9.6
ｍ

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ4.0ｍ 代価表 0007

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 4
ｍ

土留賃料 (見積り・刊行物等)

1
式

計



機械設備工事 細目別内訳 11

機械設備工 汚水ます設置工 汚水ます設置工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 代価表 0008

/塩ビ製密閉蓋 深さ～500H 1
個

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 代価表 0029

/鋳鉄製防護蓋 深さ～500H 3
個

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 代価表 0011

/鋳鉄製防護蓋 深さ501～800H 4
個

排水・硬質ﾎﾟﾘ 地中配管 100A M0-631106 250415A-通 標準

塩化ﾋﾞﾆﾙ管 4.8

(VU) ｍ

計



機械設備工事 細目別内訳 12

機械設備工 電気設備工 電気設備工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

架空配線工事 電 設置手間 ６ｍ以下 常設用 カラー 代価表 0012

柱（人力） 建柱、床掘、埋戻及び根かせ取付け 5
を含む 本

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁電線 2.0㎜ E0-132121 250415A-通

(IV)(PF管内) 70.5
ｍ

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁電線 2.0㎜ E0-132111 250415A-通

(IV) 27.5
ｍ

VVRｹｰﾌﾞﾙ 5.5mm2- 2C 管内 E0-432212 250415A-通 参考

25
ｍ

600V CVｹｰﾌﾞﾙ 5.5mm2- 2C FEP内(PF･CD) E0-432231 250415A-通

70.5
ｍ

600V CVｹｰﾌﾞﾙ 5.5mm2- 2C 管内 E0-432231 250415A-通

20
ｍ

金属製可とう電線 24㎜ ﾋﾞﾆﾙ被覆有･防水 E0-131114 250415A-通 市場

管(電動機等接続) 12
か所

波付硬質合成 (30) E0-431151 250415A-通 標準

樹脂管(FEP) 70.5
ｍ

ＦＥＰ用異種間路 φ30㎜ 適用管ＰＥ22.28 (見積り・刊行物等)

接続材 12 建設物価・積算資料

組

ＰＥライニング電 ＰＥ-２２ 露出配管 代価表 0013

線管配管 34
ｍ

エントランスキャ Ｇ22 (見積り・刊行物等)

ップ 5
個

自在バンド（配管 ステンレスバンド (見積り・刊行物等)

支持材） 25
個

引込開閉器盤取付 ２Ｐ １５Ａ ＫＳ 代価表 0014

け（通常型） 定額及び従量契約 据付・結線・回 4
路表示・絶縁試験等を含む 個

引込開閉器盤取付 ２Ｐ １５Ａ ＫＳ 代価表 0015

け（窒素・燐除去 定額及び従量契約 据付・結線・回 1
型） 路表示・絶縁試験等を含む 個

動力設備工事（電 電動機結線 代価表 0016

動機、その他） 負荷7.5㎾以下 7
試験調整を含む 回路

ステンレス製プル 150×150×100 完全防水（材工共 (見積り・刊行物等)

ボックス ） 5
個

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽSS-V形 0.2㎡未満/個 E0-131224 250415A-通 市場

(硬質ﾋﾞﾆﾙ製) 0.12
㎡

接地極 14φ×1.5m E0-134132 250415A-通 市場

(銅覆鋼棒打込式) 5
か所

硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管 露出配管 16㎜ E0-131131 250415A-通 市場

(VE) 10
ｍ

埋設表示シート設 Ｗ＝３００ シングル 代価表 0017

置 60.5
ｍ



機械設備工事 細目別内訳 13

機械設備工 電気設備工 電気設備工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

計器盤取付 材工共 (見積り・刊行物等)

2
か所

計



機械設備工事 細目別内訳 14

機械設備工 付帯工 付帯工

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

ポンプ運転工 作業時排水 発動発電機 代価表 0019

ポンプ台数１台 35
日

ポンプ運転工 代価表 0020

（据付・撤去） 5
現場

計



機械設備工事 細目別内訳 15

浄化槽設置工 浄化槽設置工 浄化槽資材費

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

合併浄化槽（通常 5人槽（通常型） (見積り・刊行物等)

型） ＢＯＤ20 Ｔ-Ｎ20 2
マンホール蓋（Ｔ-2対応用）含む 台

合併浄化槽（通常 7人槽（通常型） (見積り・刊行物等)

型） ＢＯＤ20 Ｔ-Ｎ20 1
マンホール蓋（Ｔ-2対応用）含む 台

合併浄化槽（通常 10人槽（通常型） (見積り・刊行物等)

型） ＢＯＤ20 Ｔ-Ｎ20 1
マンホール蓋（Ｔ-2対応用）含む 台

合併浄化槽（通常 5人槽（窒素燐除去型） (見積り・刊行物等)

型） ＢＯＤ10 Ｔ-Ｎ10 Ｔ-Ｐ1 1
マンホール蓋（Ｔ-2対応用）含む 台

排水ポンプ槽 130Ｗ自動交互ポンプ (見積り・刊行物等)

容量0.27ｍ3 2
台

重耐蓋（T-6) φ450 (見積り・刊行物等)

T-2蓋との差額を計上 14
枚

重耐蓋（T-6) φ600 (見積り・刊行物等)

T-2蓋との差額を計上 1
枚

嵩上げ材 φ450 Ｈ=30㎝以下 (見積り・刊行物等)

14
個

嵩上げ材 φ600 Ｈ=30㎝以下 (見積り・刊行物等)

1
個

計



機械設備工事 細目別内訳 16

浄化槽設置工 浄化槽設置工 浄化槽設置費

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

浄化槽設置工 ５人槽 代価表 0021

3
か所

浄化槽設置工 ７人槽 代価表 0022

1
か所

浄化槽設置工 10人槽 代価表 0023

1
か所

排水ポンプ設置工 代価表 0024

2
か所

計



共通仮設費(積上) 明細 17

名 称 摘 要 数 量 単位 単  価 金 額 備 考

運搬費 軽量鋼矢板土留 (見積り・刊行物等)

1 県）土木

式

積込・取卸費 軽量鋼矢板土留 (見積り・刊行物等)

1 県）土木

式

計



代価表一覧 18

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 単 価 金 額 丸め 備 考

鉄筋工（太径鉄筋 材料費含む 一般構造物（補正無） 有り 代価表 0001

含む） Ｓ１（１工事当りの全体数量10ｔ未 1

満）Ｄ-10 ｔ

鉄筋工（太径鉄筋 材料費含む 一般構造物（補正無） 有り 代価表 0002

含む） Ｓ１（１工事当りの全体数量10ｔ未 1

満）Ｄ-13 ｔ

軽量鋼矢板建込工 2.5ｍ以下 クローラ型 有り 代価表 0003

（両側分） 山0.28ｍ3 （平0.2ｍ3） 1

ｍ

軽量鋼矢板引抜工 2.5ｍ以下 トラッククレーン油圧 有り 代価表 0004

（両側分） 伸縮ジブ型4.9ｔ吊 1

ｍ

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ2.0ｍ 有り 代価表 0005

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 1 下水道歩掛P50

ｍ

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ3.0ｍ 有り 代価表 0006

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 1 下水道歩掛P50

ｍ

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ4.0ｍ 有り 代価表 0007

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 1 下水道歩掛P50

ｍ

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 有り 代価表 0008

/塩ビ製密閉蓋 深さ～500H 1

個

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 有り 代価表 0011

/鋳鉄製防護蓋 深さ501～800H 1

個

架空配線工事 電 設置手間 ６ｍ以下 常設用 カラー 有り 代価表 0012

柱（人力） 建柱、床掘、埋戻及び根かせ取付け 1

を含む 本

ＰＥライニング電 ＰＥ-２２ 露出配管 有り 代価表 0013

線管配管 1 下水道2歩掛P165

ｍ

引込開閉器盤取付 ２Ｐ １５Ａ ＫＳ 有り 代価表 0014

け（通常型） 定額及び従量契約 据付・結線・回 1

路表示・絶縁試験等を含む 個

引込開閉器盤取付 ２Ｐ １５Ａ ＫＳ 有り 代価表 0015

け（窒素・燐除去 定額及び従量契約 据付・結線・回 1

型） 路表示・絶縁試験等を含む 個

動力設備工事（電 電動機結線 有り 代価表 0016

動機、その他） 負荷7.5㎾以下 1

試験調整を含む 回路

埋設表示シート設 Ｗ＝３００ シングル 有り 代価表 0017

置 1 水道歩掛P63

ｍ

ポンプ運転工 作業時排水 発動発電機 有り 代価表 0019

ポンプ台数１台 1 県）土木

日

ポンプ運転工 有り 代価表 0020

（据付・撤去） 1 県）土木

現場

浄化槽設置工 ５人槽 有り 代価表 0021

1

か所

浄化槽設置工 ７人槽 有り 代価表 0022

1

か所

浄化槽設置工 10人槽 有り 代価表 0023

1

か所



代価表一覧 19

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 単 価 金 額 丸め 備 考

排水ポンプ設置工 有り 代価表 0024

1

か所

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 有り 代価表 0029

/鋳鉄製防護蓋 深さ～500H 1

個



○は「その他」の率対象

代価表 20

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

鉄筋工（太径鉄筋 材料費含む 一般構造物（補正無） 代価表 0001

含む） Ｓ１（１工事当りの全体数量10ｔ未 1

満）Ｄ-10 ｔ

鉄筋工 加工・組立共（材料費含まず） 1 1 (見積り・刊行物等)

01 一般構造物 ｔ

鉄筋 D10 1,030 1 M0-618721 250415A-通 材料

02 ㎏

計

鉄筋工（太径鉄筋 材料費含む 一般構造物（補正無） 代価表 0002

含む） Ｓ１（１工事当りの全体数量10ｔ未 1

満）Ｄ-13 ｔ

鉄筋工 加工・組立共（材料費含まず） 1 1 (見積り・刊行物等)

01 一般構造物 ｔ

鉄筋 D13 1,030 1 M0-618721 250415A-通 材料

02 ㎏

計

軽量鋼矢板建込工 2.5ｍ以下 クローラ型 代価表 0003

（両側分） 山0.28ｍ3 （平0.2ｍ3） 1

ｍ

世話役 0.024 1 ○ B0-911116 250415A-通 参資

01 人

特殊作業員 0.024 1 ○ B0-911111 250415A-通 参資

02 人

普通作業員 0.072 1 ○ B0-911112 250415A-通 参資

03 人

土工機械運転 排出ｶﾞｽ対策型 油圧式 ｸﾛｰﾗ型 0.02 1 B0-032171 250415A-通 参考

04 (ﾊﾞｯｸﾎｳ) 0.28m3 運転日

その他 1 0

式

計



○は「その他」の率対象

代価表 21

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

軽量鋼矢板引抜工 2.5ｍ以下 トラッククレーン油圧 代価表 0004

（両側分） 伸縮ジブ型4.9ｔ吊 1

ｍ

世話役 0.009 1 ○ B0-911116 250415A-通 参資

01 人

特殊作業員 0.009 1 ○ B0-911111 250415A-通 参資

02 人

普通作業員 0.027 1 ○ B0-911112 250415A-通 参資

03 人

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 4.9t吊り ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料 0.01 1 B0-937161 250415A-通 材料

04 (油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準 日

その他 1 0

式

計

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ2.0ｍ 代価表 0005

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 1 下水道歩掛P50

ｍ

世話役 0.022 1 ○ B0-911116 250415A-通 参資

01 人

特殊作業員 0.022 1 ○ B0-911111 250415A-通 参資

02 人

普通作業員 0.066 1 ○ B0-911112 250415A-通 参資

03 人

腹起材賃料 1 1 (見積り・刊行物等)

04 式

その他 1 0

式

計



○は「その他」の率対象

代価表 22

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ3.0ｍ 代価表 0006

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 1 下水道歩掛P50

ｍ

世話役 0.022 1 ○ B0-911116 250415A-通 参資

01 人

特殊作業員 0.022 1 ○ B0-911111 250415A-通 参資

02 人

普通作業員 0.066 1 ○ B0-911112 250415A-通 参資

03 人

腹起材賃料 1 1 (見積り・刊行物等)

04 式

その他 1 0

式

計

土留工（軽量金属 設置・撤去 長さ4.0ｍ 代価表 0007

支保工） 2段 ねじ式パイプサポート 1 下水道歩掛P50

ｍ

世話役 0.022 1 ○ B0-911116 250415A-通 参資

01 人

特殊作業員 0.022 1 ○ B0-911111 250415A-通 参資

02 人

普通作業員 0.066 1 ○ B0-911112 250415A-通 参資

03 人

腹起材賃料 1 1 (見積り・刊行物等)

04 式

その他 1 0

式

計



○は「その他」の率対象

代価表 23

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 代価表 0008

/塩ビ製密閉蓋 深さ～500H 1

個

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝 桝径200φ 最大排水管径100φ 1 1 M0-713261 250415A-通

01 ST 塩ﾋﾞふた付 組

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 300×300×60 1 1 B0-311011 250415A-通 ※

02 （道路用） 枚

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化 200A 0.34 1 M0-611140 250415A-通

03 ﾋﾞﾆﾙ三層管 ｍ

(RS-VU)

雑材料 0.1 1 (見積り・刊行物等)

04 式

K03

配管工 0.1 1 ○ B0-911162 250415A-通 参資

05 人

砂利地業 切込み砕石 0.016 1 M0-638641 250415A-通

06 ｍ3

その他 1 0.18

式

計

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 代価表 0011

/鋳鉄製防護蓋 深さ501～800H 1

個

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝 桝径200φ 最大排水管径100φ 1 1 M0-713261 250415A-通

01 ST 塩ﾋﾞふた付 組

鋳鉄製防護ふた 標準型 T- 8 ます径 200 1 1 M0-713313 250415A-通

02 蝶番袋穴式 組

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 300×300×60 1 1 B0-311011 250415A-通 ※

03 （道路用） 枚

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化 200A 0.64 1 M0-611140 250415A-通

04 ﾋﾞﾆﾙ三層管 ｍ

(RS-VU)

雑材料 0.1 1 (見積り・刊行物等)

05 式

K01+K03+K04

配管工 0.1 1 ○ B0-911162 250415A-通 参資

06 人

砂利地業 切込み砕石 0.016 1 M0-638641 250415A-通

07 ｍ3

その他 1 0.18

式

計



○は「その他」の率対象

代価表 24

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

架空配線工事 電 設置手間 ６ｍ以下 常設用 カラー 代価表 0012

柱（人力） 建柱、床掘、埋戻及び根かせ取付け 1

を含む 本

引込ポール 6.3ｍ φ89.0 1 1 (見積り・刊行物等)

01 常設用 カラー 本

雑材料 1 0.02 (見積り・刊行物等)

02 式

T01

普通型枠 小型構造物 1.3 1 B0-134411 250415A-通 参考

03 ㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ 生ｺﾝ人力打設 0.16 1 E1-200016 250415A-通

04 Ｌ（会津若松１） ｍ3

電工 1 1 ○ E0-911161 250415A-通

05 人

普通作業員 0.4 1 ○ E0-911112 250415A-通

06 人

その他 1 0.25

式

計

ＰＥライニング電 ＰＥ-２２ 露出配管 代価表 0013

線管配管 1 下水道2歩掛P165

ｍ

ｹｰﾌﾞﾙ保護用 (22) 1 1 E0-411152 250415A-通

01 合成樹脂被覆鋼管 ｍ

(GLT)

電工 0.096 1 ○ M0-911161 250415A-通

02 人

その他 1 0.25

式

計



○は「その他」の率対象

代価表 25

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

引込開閉器盤取付 ２Ｐ １５Ａ ＫＳ 代価表 0014

け（通常型） 定額及び従量契約 据付・結線・回 1

路表示・絶縁試験等を含む 個

引込開閉器盤（ス Ｗ300×Ｈ320×Ｄ120 1 1 (見積り・刊行物等)

01 テンレス製） 漏電ブレーカー、警報ブザー付 個

組込みを含む

雑材料 1 0.02 (見積り・刊行物等)

02 式

T01

電工 0.33 1 ○ M0-911161 250415A-通

03 人

その他 1 0.25

式

計

引込開閉器盤取付 ２Ｐ １５Ａ ＫＳ 代価表 0015

け（窒素・燐除去 定額及び従量契約 据付・結線・回 1

型） 路表示・絶縁試験等を含む 個

引込開閉器盤（ス Ｗ300×Ｈ320×Ｄ120 1 1 (見積り・刊行物等)

01 テンレス製） 漏電ブレーカー、警報ブザー付 個

組込みを含む

遅延タイマー 1 1 (見積り・刊行物等)

02 個

雑材料 1 0.02 (見積り・刊行物等)

03 式

K01+K02

電工 0.33 1 ○ M0-911161 250415A-通

04 人

その他 1 0.25

式

計

動力設備工事（電 電動機結線 代価表 0016

動機、その他） 負荷7.5㎾以下 1

試験調整を含む 回路

電工 0.174 1 ○ E0-911161 250415A-通

01 人

その他 1 0.23

式

計



○は「その他」の率対象

代価表 26

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

埋設表示シート設 Ｗ＝３００ シングル 代価表 0017

置 1 水道歩掛P63

ｍ

普通作業員 0.004 1 E0-911112 250415A-通

01 人

埋設表示シート Ｗ＝300 シングル 1 1 (見積り・刊行物等)

02 ｍ 建設物価・積算資料

計

ポンプ運転工 作業時排水 発動発電機 代価表 0019

ポンプ台数１台 1 県）土木

日

特殊作業員 0.11 1 B0-911111 250415A-通 参資

01 人

普通作業員 0.05 1 B0-911112 250415A-通 参資

02 人

工事用水中モータ 口径50ｍｍ 揚程５ｍ 1 1 (見積り・刊行物等)

03 ポンプ（潜水ポン 日 県）土木

プ）

発動発電機【ガソ ３ｋＶＡ 1 1 (見積り・刊行物等)

04 リンエンジン駆動 日 県）土木

】

雑費 1 0.18 (見積り・刊行物等)

05 式

K01+K02+K03+K04

計

ポンプ運転工 代価表 0020

（据付・撤去） 1 県）土木

現場

普通作業員 0.08 1 B0-911112 250415A-通 参資

01 人

計

浄化槽設置工 ５人槽 代価表 0021

1

か所

設備機械工 2.2 1 M0-911165 250415A-通

01 人

計



○は「その他」の率対象

代価表 27

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

浄化槽設置工 ７人槽 代価表 0022

1

か所

設備機械工 2.8 1 M0-911165 250415A-通

01 人

計

浄化槽設置工 10人槽 代価表 0023

1

か所

設備機械工 3.5 1 M0-911165 250415A-通

01 人

計

排水ポンプ設置工 代価表 0024

1

か所

設備機械工 0.5 1 M0-911165 250415A-通

01 人

計



○は「その他」の率対象

代価表 28

その他

名 称 摘 要 単位 数 量 乗 率 単 価 金 額 率対象 備 考

塩ビ製汚水桝設置 ST/マス径200-流入側100-流出側100 代価表 0029

/鋳鉄製防護蓋 深さ～500H 1

個

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝 桝径200φ 最大排水管径100φ 1 1 M0-713261 250415A-通

01 ST 塩ﾋﾞふた付 組

鋳鉄製防護ふた 標準型 T- 8 ます径 200 1 1 M0-713313 250415A-通

02 蝶番袋穴式 組

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板 300×300×60 1 1 B0-311011 250415A-通 ※

03 （道路用） 枚

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化 200A 0.34 1 M0-611140 250415A-通

04 ﾋﾞﾆﾙ三層管 ｍ

(RS-VU)

雑材料 0.1 1 (見積り・刊行物等)

05 式

K01+K04

配管工 0.1 1 ○ B0-911162 250415A-通 参資

06 人

砂利地業 切込み砕石 0.016 1 M0-638641 250415A-通

07 ｍ3

その他 1 0.18

式

計



当初数量

変更数量

1/2

2 T-2耐圧蓋費用含む

1 T-2耐圧蓋費用含む

1 T-2耐圧蓋費用含む

1 T-2耐圧蓋費用含む

2

14 T-2蓋との差額を計上

1 T-2蓋との差額を計上

14

1

3

1

1

2

　BH0.2㎥ 100.8
　バックホウ

　BH0.2㎥ 76.1
　山砂　タンパ締固め

　BH0.2㎥ 100.8
　4ｔ積、土砂、L=6km、自由処分

24.8 3.72㎥

16.4

2.2

10

　一般構造用 0.56
　ＳＤ295　D-10

　一般構造用 0.66
　ＳＤ295　D-13

1.22

8.71

28.5

28.5

15.0

9.6

4.0

1

ポンプ本体の取付及び内部配管工事を含む排水ポンプ設置工

式

コンクリート打設

軽量鋼矢板建込工

台

軽量鋼矢板引抜工

合併浄化槽

土工

軽量鋼矢板土留工

鉄筋工

浄化槽設置工

土留賃料

  無筋構造物
　18-8-40BB

コンクリート打設

  鉄筋・無筋構造物

（機械設備工事）

  切込砕石0～40mm
ｔ＝15ｃｍ

均し基礎コンクリート型枠

基礎砕石工

㎥

㎥

ｔ

ｔ

  200×4.0×4000 本ボイド型枠

バックホウ掘削

購入土埋戻し工

型枠

㎥

保護く体工

㎡

㎡

㎡

  H=2.5ｍ

鉄筋工

  鉄筋構造物
　21-12-25BB55%

ｍ

箇所  10人槽

ダンプトラック運搬工

箇所

  5人槽

  10人槽（通常型）

  φ600
　H=30cm以下

  5～10人槽用 箇所

嵩上げ材

マンホール蓋
(耐圧蓋T-6）

個

マンホール蓋
(耐圧蓋T-6）

枚

  φ600

  φ450

嵩上げ材
  φ450
　H=30cm以下

工種・施工名称など

  5人槽（窒素リン除去型）

合併浄化槽

合併浄化槽

備　考単　位規　格

合併浄化槽

数　量

台

（その他工事） 台

 排水ポンプ槽

浄化槽設置工

  5人槽（通常型）
資材費

  7人槽（通常型）

㎥

枚

台

台

浄化槽設置費

  200×4.0×4000

浄化槽設置工

ｍ

土留支保工

土留支保工

個

箇所

  7人槽浄化槽設置工

㎥

ｍ

ｍ

ｍ  腹起材　長さ2.0ｍ

腹起材　長さ4.0ｍ

  H=2.5ｍ

土留支保工   腹起材　長さ3.0ｍ

令和7年度　個別生活排水処理施設工事（その1） 総括数量表



2/2

1

3

4

　一般管　VP・VU 4.8
　VU　100Φ地中配管

5

　IV　2.0mm 70.5
　合成樹脂可とう管配線

　IV　2.0mm　 27.5
　金属管配線

　ビニルケーブル（VVR) 25.0
　配線

70.5

20.0

12

70.5

12

34.0

5

25

　ステンレス 3 定額契約
　300W×320H×120D

  ステンレス 2 従量契約B
  300W×320H×120D

7

  〔SS〕　完全防水 5
  150×150×100

  〔SS-V〕防水 0.12 0.06×2箇所(ポンプ)

  100×100×100（かぶせ）

5

10.0

60.5

2

35

5
現場

600V電力ケーブル配線
CV

汚水ます設置工

電気設備工

 FEP用異種管路接続材

金属製可とう電線管
（電動機接続等）

 　PE-22　露出配管

600V電力ケーブル配線
CV

埋設表示シート布設

動力設備工事
（電動機・その他）

支線

自在バンド
(配管支持材）

  口径50㎜　作業時排水
  動発電機3KVA

計器盤取付

水替工付属工

日

ｍ

引込開閉器盤取付

硬質ビニル製プルボックス

ポンプ運転工

電気設備工

電気設備工

   500Ｈ以下 　ます蓋
（市花：立ちあおい蓋）

数　量 単　位規　格

小口径桝設置
（インバ－ト桝）樹脂蓋

個

個

備　考

ｍ

本

個
小口径桝設置

（インバ－ト桝）鋳鉄蓋

  30㎜　適用管PE22.28

  幅300㎜　シングル

ｍ

個

個

ｍ

箇所

ｍ

　CV5.5㎜2　２心
　合成樹脂可とう管路内

ｍ

  22㎜

組

　CV5.5㎜2　２心
　管路引入れ

  FEP-３０

　ビニル被覆有り
　防水24㎜WP

個

  VE　露出配管16㎜

箇所

ｍ

電動機結線

  ステンレスバンド

  銅覆鋼棒打込式
  14φ×1.5ｍ

ｍ

ｍ

絶縁電線配線
（管路内）

絶縁電線配線
（可とう管内）

ｍ
　5.5㎜2　　２心
　管路引入れ

個

㎡

硬質ビニル電線管

箇所

回路

ステンレス製プルボックス

エントランスキャップ

接地極工事

  引込ポール

引込開閉器盤取付 個

工種・施工名称など

架空配線工事
電柱(人力）

埋設用波付硬質合成樹脂
管配管

据付撤去工

硬質塩化ビニル管配管

  600Ｈ以下

小口径桝設置
（インバ－ト桝）鋳鉄蓋   500Ｈ以下

PEライニング電線管配管

  水替ポンプ１現場当り
N=1～2台



1/6

1 1
1 1
1

1.土工

（１）掘削

(５人槽 ．土留有り) 1 12.62

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 16.20

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 19.43

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.00

(７人槽 ．土留有り) 1 15.69

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.00 86.94

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00 (A1)

（10人槽．土留有り） 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 23.00

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（２）埋戻し

掘削土

86.94 1.51 2 2.12 1 3.03 1 0.03 2 0.38 0

2.83 1 4.05 0 5.67 0 14.5 0

基礎砕石

3.72 62.23 (B1)

（３）残土運搬 86.94 (BH0.2㎥・DT4ｔ） (C1)

｛3.11×2.37×2.13}

窒素燐除去

窒素燐除去

数量計算書

｛3.21×2.37×2.13}

｛3.82×2.37×2.13}

｛3.31×2.84×2.47}

｛3.27×2.70×2.13}

｛3.82×3.15×2.57}

｛2.50×2.37×2.13}

１０人槽ポンプ一体型.土留有り

｛3.23×2.65×2.27}

｛3.97×2.84×2.47}

｛4.00×2.70×2.13}

｛3.89×2.65×2.27}

窒素燐除去

個別生活排水処理施設工事（その1）

７人槽ポンプ一体型.土留有り

窒素燐除去

窒素燐除去

７人槽土留有り

５人槽 ７人槽 10人槽 ポンプ槽

｛4.47×3.15×2.57}

ポンプ槽

｛7.55×3.80×2.84}

５人槽．土留有り

５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り

７人槽土留有り

７人槽ポンプ一体型.土留有り

１０人槽土留有り

１０人槽土留有り

５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り

５人槽．土留有り

窒素燐除去

１０人槽ポンプ一体型.土留有り

1.22 7.73 0.98 0.00

10人槽　リン除去

均し スラブ・ベース 支柱 ポンプ台

５人槽　リン除去 ７人槽　リン除去

30人槽ポンプ一体型.土留有り

窒素燐除去

30人槽　リン除去

×

×

㎥

-｛（ ）+（ ）+（ ）+（

+ + + + ｝≒ ㎥

㎥

箇所
箇所

箇所

箇所

）+（ ）+（ ）+（

箇所

箇所 箇所箇所
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箇所 箇所
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×

×

×

×

×

×

×

×

×

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒
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≒
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２．保護躯体 2/6

（１）基礎砕石

(５人槽 ．土留有り) 1 0.50

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 0.69

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 0.80

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.00

(７人槽 ．土留有り) 1 0.66

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.00 3.72 24.80

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．土留有り） 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 1.07

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（２）コンクリート型枠

①均し基礎コンクリート型枠

(５人槽 ．土留有り) 1 0.36

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 0.43

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 0.46

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.00

(７人槽 ．土留有り) 1 0.42

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.00 2.22

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．土留有り） 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 0.55

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

｛（2.55+3.22）×2×0.05｝×

1.77×2.61×0.15×

1.77×3.22×0.15×

1.77×1.90×0.15×

1.77×2.51×0.15×

2.55×3.87×0.15×

2.24×3.37×0.15×

｛（2.05+3.29）×2×0.05｝×

2.24×2.71×0.15×

2.10×2.67×0.15×

2.55×3.22×0.15×

｛（1.77+1.90）×2×0.05｝×

｛（2.05+2.63）×2×0.05｝×

｛（1.77+2.51）×2×0.05｝×

｛（2.10+2.67）×2×0.05｝×

｛(2.24+2.71）×2×0.05｝×

｛（2.24+3.37）×2×0.05｝×

｛（1.77+3.22）×2×0.05｝×

｛（2.55+3.87）×2×0.05｝×

｛（2.10+3.40）×2×0.05｝×

3.20×6.95×0.10×

｛（3.20+6.95）×2×0.05｝×

2.05×2.63×0.15×

2.10×3.40×0.15×

2.05×3.29×0.15×

｛（1.77+2.61）×2×0.05｝×

㎥ ( ㎡)

㎡
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厚さ（１５㎝）

厚さ（１５㎝）

厚さ（１５㎝）

厚さ（１５㎝）

厚さ（１５㎝）

厚さ（１５㎝）
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②鉄筋構造物型枠 3/6

(５人槽 ．土留有り) 1 2.61

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 3.18

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 3.42

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.00

(７人槽 ．土留有り) 1 3.10

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.00 16.39

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．土留有り） 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 4.08

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

③支柱型枠

ボイド型枠φ200 5人槽・ポンプ一体型 2 箇所 2× 2 4 10 本

ボイド型枠φ200 5人槽・ポンプ一体型　リン除去 1 箇所 2× 1 2

ボイド型枠φ200 7人槽・ポンプ一体型 1 箇所 2× 1 2

ボイド型枠φ200 7人槽・ポンプ一体型　リン除去 0 箇所 2× 0 0

ボイド型枠φ200 10人槽・ポンプ一体型 1 箇所 2× 1 2

ボイド型枠φ200 10人槽・　リン除去 0 箇所 3× 0 0

ボイド型枠φ200 10人槽・ポンプ一体型　リン除去 0 箇所 4× 0 0

ボイド型枠φ200 10人槽・ポンプ一体型　リン除去 0 箇所 4× 0 0

（３）鉄筋（スラブ・ベース・支柱）

①異径丸鋼SD295A　D10

(５人槽 ．土留有り) 1 83.9 kg

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 104.8 kg

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 120.1 kg

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.0 kg

(７人槽 ．土留有り) 1 101.5 kg

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.0 kg 557.7

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（10人槽．土留有り） 0 0.0 kg

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 147.4 kg

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

2.05×6＝12.30m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

1.70×4＝6.80m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

1.56×4＝6.24m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

｛（1.90+3.20）×2×0.20×2｝×

｛（2.04+3.17）×2×0.20×2｝×

｛（1.85+3.09）×2×0.20×2｝×

139.1kg/箇所×

101.5kg/箇所×

120.1kg/箇所×

120.6kg/箇所×

142.0kg/箇所×

｛（1.57+3.02）×2×0.20×2｝×

1.56×4＝6.24m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

104.8kg/箇所×

｛（2.35+3.02）×2×0.20×2｝×

｛（1.57+1.70）×2×0.20×2｝×

｛（1.57+2.31）×2×0.20×2｝×

1.90×4＝7.60m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

｛（2.35+3.67）×2×0.20×2｝×

｛（1.90+2.47）×2×0.20×2｝×

83.9kg/箇所×

2.05×4＝8.20m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

｛（2.04+2.51）×2×0.20×2｝×

1.56×4＝6.24m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

｛（1.85+2.43）×2×0.20×2｝×

｛（1.57+2.41）×2×0.20×2｝×

121.8kg/箇所×

147.4kg/箇所×

195.3kg/箇所×

｛（3.00+6.75）×2×0.25×2｝×

2.27×6＝13.62m/箇所　4.0m/本×2本（１箇所あたり）

152.6kg/箇所×

164.5kg/箇所×

247.3kg/箇所×
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②異径丸鋼SD295A　D13 4/6

(５人槽 ．土留有り) 1 103.4 kg

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 128.8 kg

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 137.2 kg

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.0 kg

(７人槽 ．土留有り) 1 127.2 kg

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.0 kg 657.4

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（10人槽．土留有り） 0 0.0 kg

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 160.8 kg

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.0 kg

（４）コンクリート（均し・スラブ・ベース・支柱）

①無筋構造物（均しコンクリート）

(５人槽 ．土留有り) 1 0.16

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 0.23

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 0.26

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.00

(７人槽 ．土留有り) 1 0.22

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.00 1.22

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．土留有り） 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 0.35

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

1.77×2.51×0.05×

160.8kg/箇所×

2.55×3.22×0.05×

2.55×3.87×0.05×

2.05×2.63×0.05×

172.8kg/箇所×

143.9kg/箇所×

2.24×3.37×0.05×

103.4kg/箇所×

133.7kg/箇所×

128.8kg/箇所×

2.24×2.71×0.05×

2.10×2.67×0.05×

157.3kg/箇所×

213.3kg/箇所×

152.7kg/箇所×

165.3kg/箇所×

137.2kg/箇所×

2.10×3.40×0.05×

1.77×1.90×0.05×

1.77×2.61×0.05×

1.77×3.22×0.05×

1077.3kg/箇所×

3.20×6.95×0.05×

2.05×3.29×0.05×

127.2kg/箇所×

kg

㎥

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

㎥＝



合計 ㎥ (a+b) 5/6

１）スラブ・ベース

(５人槽 ．土留有り) 1 1.00

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り) 1 1.41

(５人槽．土留有り)窒素燐除去 1 1.67

(５人槽．ポンプ一体型 ．土留有り)窒素燐除去 0 0.00

(７人槽 ．土留有り) 1 1.35

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り） 0 0.00 7.73 (a)

（７人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（７人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．土留有り） 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り） 1 2.30

（10人槽．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（10人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

（30人槽．ポンプ一体型．土留有り）窒素燐除去 0 0.00

２）支柱

5人槽・ポンプ一体型 2 箇所 2 0.39 0.98 ㎥ (b)

5人槽・ポンプ一体型　リン除去 1 箇所 1 0.21

7人槽・ポンプ一体型 1 箇所 1 0.19

7人槽・ポンプ一体型　リン除去 0 箇所 0 0.00

10人槽・ポンプ一体型 1 箇所 1 0.19

10人槽・リン除去 0 箇所 0 0.00

10人槽・ポンプ一体型　リン除去 0 箇所 0 0.00

30人槽・ポンプ一体型　リン除去 0 箇所 0 0.00

｛(2.35×3.02×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×2+0.60×0.60×π/4×0.20
×1｝×

｛(1.57×2.41×0.20×2）-（0.45×0.45×π/4×0.20×3）｝×

｛(1.57×3.02×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×4）｝×

｛(1.90×2.47×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×3）｝×

｛(2.04×3.17×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×3+0.60×0.60×π/4×0.20
×1｝×

｛(2.04×2.51×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×2+0.60×0.60×π/4×0.20
×1｝×

｛(1.85×2.43×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×2+0.60×0.60×π/4×0.20
×1｝×

8.71

0.20×0.20×π/4×1.56×4×

②鉄筋コンクリート（スラブ・ベース・支柱）

0.20×0.20×π/4×1.70×4×

0.20×0.20×π/4×2.05×6×

0.20×0.20×π/4×1.56×4×

0.20×0.20×π/4×1.90×4×

0.20×0.20×π/4×2.05×4×

｛(1.90×3.20×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×4）｝×

｛(2.35×3.67×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×3+0.60×0.60×π/4×0.20
×1｝×

｛(1.57×2.31×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×3）｝×

0.20×0.20×π/4×1.56×4×

｛(1.57×1.70×0.20×2）-（0.45×0.45×π/4×0.20×2）｝×

｛(1.85×3.09×0.20×2）-（0.45×0.45π/4×0.20×3+0.60×0.60×π/4×0.20
×1｝×

｛3.00×6.75×0.20×2）+（3.00×6.75×0.25×2）-（0.60×0.60π/4×0.20×
2+0.70*0.70×0.20×2+0.70×1.20×0.20×2｝×

0.25×0.25×π/4×2.27×6×

㎥

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

≒

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

≒

㎥

㎥

≒ ㎥

㎥

≒

㎥

㎥



３．汚水桝 6/6

（１）固定コンクリート型枠 0.5×4×0.15＝0.30㎡　（1箇所あたり）

（２）固定コンクリート ｛（0.5×0.5）-（0.2×0.2×π/4）｝×0.15≒0.03㎥　（1箇所あたり）

（３）立て管 硬質塩化ビニル管φ200　　　L=0.50ｍ　（1箇所あたり）

（４）コンクリート平板 300×300×60　（1箇所あたり）

（５）設置箇所数 塩ビ蓋 1 箇所 ※型枠（鉄筋・無筋構造物） ＝ 16.39 ㎡

防護蓋 7 箇所

４．取付管 ※Co人力打設（無筋） ＝ 1.22 ㎥

（１）硬質塩化ビニル管φ１００

（２）布設延長 ポンプ無 3 箇所×1.20 3.60 m

ポンプ有 2 箇所×0.60 1.20 m 合計 4.80 ｍ

５．電気設備

（１）掘削　 0.60×0.40× 57.8 1 工事 13.87 ㎥ (A2)

（２）埋戻し 0.60×0.40× 57.8 1 工事 13.87 ㎥ (B2)

（３）残土運搬 1 工事 13.87 ㎥ (C2)

（１）掘削 0.60×0.30× 0.0 1 工事 0.00 ㎥ (A3)

（２）埋戻し 0.60×0.40× 0.0 1 工事 0.00 ㎥ (B3)

（３）残土運搬 1 工事 0.00 ㎥ (C3)

○土工集計
（１）掘削 (A1)+(A2)+（Ａ3）= 100.81 ㎥
（２）埋戻し (B1)+(B2)+（Ｂ3）= 76.10 ㎥
（３）残土運搬 (C1)+(C2)+（Ｃ3）= 100.81 ㎥

0 7.3 ｍ
0 24.5 ｍ
0 6.5 ｍ
0 4.0 ｍ
0 15.5 ｍ

砂利　合計 57.8 ｍ
　

宅内土工延長

(BH0.2㎥・DT4ｔ）

(BH0.2㎥・DT4ｔ）

砂利

ＣＯ

＝≒＝≒

＝≒＝≒

＝≒＝≒

≒

＝≒＝
＝≒

≒

＝≒＝≒ ＝≒

＝≒＝≒

＝≒＝≒

≒



令和7年度 1/4

住　　　　　所 氏　　　名
φ４５０
（枚）

φ６００
（枚）

φ４５０
（個）

φ６００
（個）

 5 人槽 高度処理 3 2 1 20 2 1 55 1 1 1.20

 10 人槽 通常型 1 4 4 20 4 50 1 0.60

 5 人槽 通常型 1 3 3 20 3 50 1 0.60

 7 人槽 通常型 3 3 20 3 50 1 1 1.20

 5 人槽 通常型 2 2 20 2 50 1 1 1.20

個別生活排水処理施設工事（その1） 数量表

53

流出桝の深
さ（ｃｍ）放流
ポンプ無し
の際に記載

53

60

1

2

3

4

5

設置申出者 耐圧マン
ホール蓋
（T-6)　　

（枚）

備考
流入桝　　
（箇所）

流入桝の
深さ（ｃ

ｍ）

流出桝　
（箇所）

取付管
延長
（ｍ）

耐圧マン
ホール蓋
（T-2)　　

（枚）

排水ポン
プ槽　　
（箇所）

処理方式
浄化槽
メーカー

名

嵩上げ材内訳
嵩上げ高

（ｃｍ）

耐圧マンホール蓋内訳　　
　（T-6の場合のみ記載）

設置する
浄化槽の
規模　　
(人槽）



2/4

住　　　　　所 氏　　　名
φ４５０
（枚）

φ６００
（枚）

φ４５０
（個）

φ６００
（個）

400以下
（樹脂蓋）

0
400以下
（鋳鉄蓋）

0
400以下
（樹脂蓋）

0 0

500以下
（樹脂蓋）

1
500以下
（鋳鉄蓋）

3
500以下
（樹脂蓋）

0 0

600以下
（樹脂蓋）

0
600以下
（鋳鉄蓋）

4
600以下
（樹脂蓋）

0 0

700以下
（樹脂蓋）

0
700以下
（鋳鉄蓋）

0
700以下
（樹脂蓋）

0 0

800以上
（樹脂蓋）

0
800以下
（鋳鉄蓋）

0
800以上
（樹脂蓋）

0 0

- 2 0 15 14 1 - 14 1 - 5 3 4.80

- 0 0 0 0 0 - 0 0 - 0 0 0.00

5 高度処理 0 0 3 2 1 20cm

10 通常型 1 4 4 0

5 通常型 1 3 3 0

7 通常型 0 3 3 0 流入桝(箇所） 塩ビ蓋 1 塩ビ蓋 0

5 防護蓋 4 防護蓋 0

5 通常型 0 2 2 0 流出桝（箇所） 塩ビ蓋 0 塩ビ蓋 0

3 防護蓋 3 防護蓋 0

令和7年度　個別生活排水処理施設工事（その1） 数量表

流入・流出桝内訳（変更）

-

-

当　　　初 変　　　更

内訳

内訳内訳

流入桝(箇所）

0

流出桝（箇所）

0

内訳

400以下
（鋳鉄蓋）

500以下
（鋳鉄蓋）

600以下
（鋳鉄蓋）

700以下
（鋳鉄蓋）

800以下
（鋳鉄蓋）

5人槽　通常型

耐圧マンホール蓋内訳　　
　（T-6の場合のみ記載）排水ポン

プ槽　　
（箇所）

耐圧マン
ホール蓋
（T-2)　　

（枚）

流入・流出桝内訳（当初）

7人槽　通常型

10人槽　通常型

5人槽　窒素燐除去型

備考
流出桝　
（箇所）

取付管
延長
（ｍ）

流出桝の深
さ（ｃｍ）放流
ポンプ無し
の際に記載

処理方式
浄化槽
メーカー

名

嵩上げ高
（ｃｍ）

流入桝の
深さ（ｃ

ｍ）

流入桝　　
（箇所）

設置申出者 嵩上げ材内訳設置する
浄化槽の
規模　　
(人槽）

耐圧マン
ホール蓋
（T-6)　　

（枚）

5人槽　通常型内訳

合計

（T-2蓋は （T-6蓋は



令和7年度 3/4

住　　　　　所 氏　　　名 管路内（ｍ）
可とう管内

（ｍ）
管路引入れ

（ｍ）
可とう管内

（ｍ）

6.3ｍ 5.5 10.0 2.0 5.0 4.0 10.0 2 6.8 10.0 1 1

6.3ｍ 5.5 31.5 2.0 5.0 4.0 31.5 3 6.8 31.5 1 1

6.3ｍ 5.5 9.5 2.0 5.0 4.0 9.5 2 6.8 9.5 1 1

6.3ｍ 5.5 4.0 2.0 5.0 4.0 4.0 3 6.8 4.0 1 1

6.3ｍ 5.5 15.5 2.0 5.0 4.0 15.5 2 6.8 15.5 1 1

（6.3ｍ） 6.3ｍ(5本） 27.5 70.5 10.0 25.0 20.0 70.5 12 34.0 70.5 3 2 5

7

3

5

1

2

数量表個別生活排水処理施設工事（その1）

埋設用硬質
合成樹脂管
配管FEP-30

（ｍ）

開閉器盤
取付け　　　　　
（定額）　　　
（箇所）

硬質ビニル
電線管配管
VE-16（ｍ）

ポールの
長さ（ｍ）

PEライニング
電線管配管
PE-22　　　　

（ｍ）

ビニルケーブ
ル配線

VVR管路引
入れ（ｍ）

設置申出者 絶縁電線配線（IV)
プルボックス　
　　　　設置　　
　　　　（箇

所）

電力ケーブル配線（CV) 金属可とう
電線管配管
F2-24　　　　

（箇所）

開閉器盤
取付け　　　　
（従量）　　　　
（箇所）

合計



令和7年度 4/4

住　　　　　所 氏　　　名

1 1 10.0 2 1 5

1 2 1 24.5 3 1 5 1

1 2 1 6.5 3 1 5 1

1 1 4.0 2 1 5

1 1 15.5 2 1 5

2 7 5 60.5 12 5 25 0 2

1

2

3

4

5

合計

備考
動力設備工
事（回路）

接地工事
（箇所）

FEP用異種
管路接続材

（組）

配管支持材
（個）

支線　　　　　
（箇所）

計器盤取付

数量表

設置申出者 埋設標示
シート布設

（ｍ）

プルボック
ス設置ポン
プ用（箇所）

エントランス
キャップ（個）

個別生活排水処理施設工事（その1）


